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発表要旨 

 核融合は、来るべき低炭素時代において大きな役割を果たすことが期待される将来エネルギー源のひとつであ

る。現在我が国では 2030 年代後半を目標として、核融合による発電プラントの建設に着手する構想が進められ

ている。１） 

 しかしながら、発電実証炉への採用が有力視されているトカマク型炉には、「ディスラプション」と呼ばれる

核融合プラズマの突然の消滅現象が起こる可能性を完全にはゼロにし難いという特性がある。（もう１つの炉形

式であるヘリカル型炉においても、クエンチによる緊急停止の可能性が存在する。２））従って、初期の核融合

発電プラントにおいては、計画外の緊急停止が一定の頻度で発生してしまう可能性が高い。１） 

 ディスラプションがもたらす擾乱については、従来、それが炉装置に与える影響の面より広く研究が為されて

きた。３）しかしながら、演者らは過去の研究において、想定される擾乱が核融合発電炉の接続された電力網に

対しても大きな影響を与える可能性が高いことを示した。４） 

 本研究において筆者らは、電力系統の安定性を評価する動的シミュレーションモデルを用い、様々なサイズお

よび構成の電力網においてディスラプションに起因する核融合発電炉の緊急停止がもたらす擾乱を定量的に評

価した。(Grid Size Gsize : 5-120 GW, Fusion Power Output Pout: 300-1,500 MW, Renewable Generation Share Srenew: 

0-100%) シミュレーションの結果、電力網に再生可能エネルギーまたは原子力が大きく導入されている場合に

は緊急停止が電力網にもたらす擾乱が大きく、かつ電力網のサイズが小さい場合にその影響が顕著に現れること

が示された。(Pout = 1,200 MW, Gsize = 90 GW, Srenew = 20%, Snuclear = 20%において周波数偏差 > 0.2 Hz等) 将来の

電力網の多くにおいて再生可能エネルギーの大幅な導入が見込まれ、かつ途上国において中小規模系統(数十 GW

系統)が増加することを鑑みれば、本シミュレーション結果は、想定される緊急停止の与える影響が将来の核融

合発電炉導入への制約となる可能性を示したものである。これら提起された導入限界については、筆者らの提案

する変数 Grid Characteristic Factor を導入することにより、新たなダイアグラムとして示される。 
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